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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 26 年 10 月 22 日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：10 月 26 日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第８回放送  一関東部地域居宅介護支援事業所協議会 佐藤義雄 副会長 

 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

 
塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」一関では高齢化が進む中、住み慣れ

た地域で安心して暮らせるよう医療から介護へ

の切れ目ないサービスを目指しています。この

コーナーでは医療機関や介護施設の役割、利用

方法を、医療、介護、福祉の関係者と私たち市

民が共に理解協力することを目的に一関市健康

づくり課の提供でお送りします。 

 
塩竃 先々週のこの時間なんですが、一関西部

居宅介護支援事業所協議会会長の氏家さんにお

越しいただきまして、この居宅介護支援事業所

協議会、どのような活動をされているのかとい

うお話を伺いました。主にケアマネジャー、介

護支援をされる方の知識、技術、能力などの向

上、また、地域の特性を生かした質の高いサー

ビスを送るには一体どのようにしたら良いのか、

関係機関の皆さんが集まって協議をする、こう

いった集まりなんですね。さあ、今日は一関東

部地域居宅介護支援事業所協議会の佐藤義雄さ

んにお越しいただきましてお話をお伺いしまし

た。前回はこの協議会の内容など、それから様々

な事業所の情報などを伺ったんですが、今回は

介護支援専門員ケアマネジャーに求められる資

質であったりとか、それから今後の役割、さら

に市民の皆さんとこのケアマネジャーの皆さん、

どのように関わっていくべきか、こういったお

話を伺っています。 

 
塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」のコーナーです。今日スタジオにお

越しいただきましたのは、一関東部地域居宅介

護支援事業所協議会副会長の佐藤義雄さんです。

佐藤さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

佐藤 はい、よろしくお願いいたします。 

 
塩竃 佐藤さんがお仕事をされている場所と

いうのは、大東町摺沢の方になるということな

んですけれども、デイサービスとかされている

所、それからグループホームのほうをされてい

るということですね。 

 

佐藤 はい。 

 

塩竃 まずは、この一関東部地域居宅介護支援

事業所協議会、こちらについてお話を伺ってい

きたいと思います。まずはこの東部地域の協議

会になりますが、会員はどういう数字になるん

でしょうか。 

 

佐藤 今の会員数は 19会員となっております。 
 
塩竃 人数で言うと介護支援専門員の数とい

うのは何人になるんでしょうか。 

 

佐藤 そうですね。ただ今 65名程の会員となっ

ております。 

 

塩竃 そうですか。この他協力する機関ってい

うのもいくつかあるそうですね。 

 

佐藤 協力機関として、一関東部地域包括支援

センターさんと高齢者総合相談センターしぶた

みさん、そして高齢者総合相談センターふじさ

わさんが、さらに、包括支援センターさんも協

力会員ということで入っていただいています。 

 

塩竃 設立の経緯について、佐藤さん教えてく
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ださい。 

 

佐藤 以前から介護支援専門員が個々に集

まって研修会を行ったりという機会はあったん

ですが、事業所単位での研修会の機会がなかっ

たものですから、顔が見えるような活動をお互

いにしたいということで、会を設立しました。 

 

塩竃 多くの専門員の方々もそうですし、事業

所を運営されてる方々っていうのも所所いらっ

しゃる訳ですけれども、やはり集まることでい

ろいろそういった学び合ったりとか、切磋琢

磨っていいますか、こういったとこで見つか

るってことって結構多いんでしょうね。 

 

佐藤 多いと思います。いろんな課題をお互い

に抱えているですが、１事業所の中では解決で

きなかったり、どうしていいか分からないとい

うことがやっぱりありますので、それらを事業

所間で持ち合うってことも一つの大きな研修の

場だなと思っています。 

 

塩竃 この東部地域居宅介護支援事業所協議

会なんですが、主な取り組みというか活動とい

うと、どういった内容になるんでしょうか。 

 

佐藤 研修会の開催とか、昨年は会員のアン

ケート調査をやったり、会員の名簿を作成して

医療機関などに配布する活動を行っております。 

 

塩竃 さて先々週とそれから今週と、この介護

支援というところについていろいろお話を伺っ

ているんですが、中で出てくる言葉として介護

支援専門員という言葉がありまして、今日はで

すね、佐藤さんに、この介護支援専門員の役割

ですとか、今後はこういった役割を期待されて

いるというところまで伺っていきたいと思いま

す。まずはこの介護支援専門員が生まれた経緯

ですね、ここから教えていただけますか。 

 

佐藤 介護保険制度そのものは、平成 12 年 4

月から開始になっているわけですが、その中で、

従来ですと行政で手続きを取るっていうことに

なっていたんですが、介護保険では介護支援専

門員という職種が、利用者様の意向を聞いて

サービスに結び付けるという活動をすることに

なりました。それ以来、ケアマネジャーってい

う呼び名をされますが、そこで活動をしていま

す。 

 

塩竃 このケアマネジャーという名前、職業を

よく聞くんですけれども、平成 12 年に始まりま

してもう既にだいぶ長い時は経っているわけな

んですが、人数でいうとどのくらいの方々なの

かなっていうところを教えていただけますか。 

 

佐藤 制度ができて 14 年経ちますが、昨年で

大体２万２千人程受検して合格者が出ておりま

す。14 年ですから相当の人数の方がいるってい

うことになると思いますが。 

 

塩竃 さて佐藤さん、この介護支援専門員の役

割について、では伺っていきたいと思います。 

 

佐藤 大きくはケアマネジャーの仕事としま

しては、「相談業務」、「サービスの調整」、そし

て「連携」という３つが大きくあるかと思いま

す。 

 

塩竃 まずは、相談っていうことですけれども、

これは住民の皆さん、市民の皆さんが、いよい

よこれからこの介護っていうところに自分の家

でもこうすることになった、こういったところ

をまず相談を受けてくださるということですか。 

 

佐藤 そうです。在宅で生活を維持できるよう

にするためにはどうしたら良いかということも

私たちが大事な役割の一つになっています。 

 

塩竃 なるほど。まずは介護というところに直

面した時に、一番最初にこう相談する役割の方

ということですね。 

 

佐藤 そうですね。窓口が私たちケアマネ

ジャーなのかなと思っております。 

 

塩竃 さらに、そこを調整していく役割ってい

うのがあるそうなんですが、それはどういった
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調整なんでしょうか。 

 

佐藤 デイサービスを使いたいとか希望が出

た場合に、そういう事業者との連絡調整を図っ

たりします。 

 

塩竃 これはご本人であったりとか家族でも、

なかなか専門知識がないと難しいですので、で

あれば、こういった最初に話がありました、そ

の相談の段階でいろんなその家庭の状況であっ

たりとか、いろんなものをこのケアマネジャー

さんが把握した上で、コーディネートしていく

ということですね。そのコーディネートという

ふうになりますと、そのご本人とそれからご家

族の方、それからサービス事業者の間もそうで

すけれども、さらに地域とのその連携というの

も必要になってくるのかなと思うんですが。 

 

佐藤 今 14 年経ってみて、仕事をしながら思

うのは、意外に地域で暮らすという時にはサー

ビスだけではなくて、地域の皆さんとの連携が

大きく必要になっております。 

 

塩竃 地域というと、病院とか医療関係の皆さ

んも勿論ですし、それから行政とかこういった

ところもありますよね。 

 

佐藤 １人の方を見守っている方っていうの、

大勢の方、民生委員さんであったり、町内会長

さんであったり、自治会長さんであったりとか、

いろんな方が関わっていると思うんですが、そ

の方々の連携も私たちやっぱり必要だなと思っ

ております。 

 

塩竃 このコーナーにもよくお越しいただく

んですが、病院の先生ですとか、それから医療

関係の方々というのは、介護との繋がりもとて

も大事だっていうふうにいつもおっしゃるんで

すよね。 

 

佐藤 私たちケアマネジャーとしましても、ご

利用者様の健康状態とか病気の治療とかってい

うことについては一番大きな関心事になります。

そういう意味では病院とか医療機関の先生方と

か看護師の皆さんとの連携というのが大変必要

だなと思っています。 

 

塩竃 さて、様々な連携、それからご本人たち

とのその相談であったりとか、このコーディ

ネートのお仕事をされているっていうのが介護

支援専門員の役割っていうことが分かりました。

今後その役割の中で、こういったところを強化

していくべきだというふうに、佐藤さんお考え

になるところいくつかあるかと思うんですけど

も、ぜひ教えてください。 

 

佐藤 １つは多職間、お医者さんであったりと

か、理学療法士さんであるとかいろんな方々と

の接点があります。そういう意味では多職間の

連携を図る上では、私たちもそういう専門知識

までとはいかなくても、そういう知識を私たち

自身が持たなければならないなと思っています。

その意味では研修会をやっていかなければなら

ないなと思っています。 

 

塩竃 なるほど。介護分野に立っている皆さん

も、今お話に出てきましたその医療関係の話も

そうですし、それから地域でいうと、その民生

委員の方々が取り組んでいらっしゃることとか、

いろんな知識っていうのがある上で、ご本人た

ちの相談、調整にいろいろ当たっていくってい

うことですね。なるほど。この他には何かあり

ますか。 

 

佐藤 もう一つは、私たち自身がそうなんです

が、普段会話とかこうしているんですが、ご本

人様がどういうふうに考えているのか、その引

き出す力とかコミュニケーション能力というの

が大事だなって思っております。 

 

塩竃 より良いその介護であったりとか、また

これから先のその人生っていうのを豊かにして

いくためには、介護っていうところを、どのよ

うに自分が利用していくっていうのと、それか

ら家族がどう考えているか、いろんなところっ

ていうのを調整していく役割ですけれども、ま

ずはそういったご自身が持っていらっしゃる希

望であったりとか、素直な気持ちを引き出す能
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力っていいますかね。この他にはいかがでしょ

う。 

 

佐藤 一番大事なのはもしかすると信頼関係

なのかなと思っています。ご利用者様との信頼

関係であったり、ご家族様との信頼関係であっ

たり、また、サービス事業者、病院の先生方と、

とにかく信頼関係を作らなければ次には進めな

いなと思っています。 

 

塩竃 さて佐藤さんには、そのケアマネジャー

に今後求められる役割というお話を伺いました。

話にあったとおり、平成 12 年に介護保険が始

まった時点から 14 年経ちまして、その後仕事に

就いていらっしゃる方の人数というのも大変増

えました。さらに、この仕事を目指すという方

もたいへん増えているということですが、佐藤

さんから今後この仕事に就いてみたいと思う皆

さんへの何かアドバイスはありますか。 

 

佐藤 介護保険が始まった時は、花形と言われ

たのがケアマネジャーだったんですが、実際

やってみると大変だっていうのもあります。た

だ、逆にやりがいのある仕事でもありますので、

ぜひケアマネジャーをやってみたいと思う方は

この仕事に就いていただきたいなあと思います。

今年は 10 月 26 日に試験がありますので、ぜひ

試験を受ける方は頑張っていただきたいなと思

います。また私たちの仲間として一緒に活動し

て欲しいなと思います。 

 

塩竃 佐藤さん、これまでね、このケアマネ

ジャーのお仕事っていうのに就くためのノウハ

ウの本というのは、よくいろんな所に出ていた

りとかパンフレットを見る機会っていうのがあ

るんですけれども、そうなるとどういった知識

が必要であったりとか、こういった仕事です

よっていう概要は分かるんですが、実際にその

仕事に就いていらっしゃる皆さんが、今取り組

んでらっしゃる中で感じるお気持ちであったり

とか、それから、その今お話でありました、や

りがいってところで、こういった言葉っていう

のは、なかなか伝わってくるっていうのが、そ

の冊子からは少なかったりすると思うんですが、

今日お聞きいただいた佐藤さんのですね、やり

がいっていう言葉もそうですし、それから身近

にそういったケアマネジャーの方々いらっしゃ

るかと思いますので、こういった方と普段から

お話をして、その仕事についての知識を身につ

けていくっていうのもとても大事なんだなと今

日は伝わってきました。一関東部地域居宅介護

支援事業所協議会から、今日は副会長の佐藤義

雄さんにお越しいただきましてお話を伺いまし

た。佐藤さんありがとうございました。 

 

佐藤 ありがとうございました。 

 

塩竃 一関では高齢化が進んでいます。住み慣

れた地域で安心して暮らしていく、そのために、

医療から介護への切れ目ないサービスを目指し

て様々な分野で取り組みが行われています。医

療機関や介護施設、それぞれの役割や利用方法

を私たちもしっかりと理解、協力する、これが

大事ですね。地域医療体制の充実のため、私た

ちも積極的に関わっていきましょう。「医療と介

護の窓～みんなで育てよう地域医療～」この

コーナーは一関市健康づくり課の提供でお送り

しました。 

 

 


